











」と発声する。 （ 『説文解字』 ）
・ 「魂」は天に帰り、 「魄」は地に帰る。 （ 『礼記』 ）・人が生まれる時、魄ができ、陽の「魂」がその中に入る。 （ 『春秋
左氏伝』 ）
・ 「魂」に神、気、陽、動、 「魄」 霊、精、陰、静を当て、魂は遊














































































四〇〇 ・九九二番歌は、そもそも『古今集』においてはどのような意義をもって収載されたのだろうか。また、 『源氏物語』の作者がそれをどのような視点から引歌とした だろうか。　
筆者は、 『古今集』の歌群生成要因と配列についてこ まで聊か










































































































































































































































































































































































































































































































































































月）氏は、 「浮 匂宮が浮舟と契りを交わした後、宇治の邸から出て行く時の語り手の表現として「出でたまひなむとするにも、袖 中にぞとどめたまひつらむかし。 」をも挙げて論じている。離魂への関心は、六朝・唐代の伝奇小説の影響ももちろんある。
⑹





































































































「衣珠喩説話」を典拠としている。＊ 『万葉集』は伊藤博校注の角川文庫（昭和六十三年五刷）に拠る。 『古今集』は岩波新古典大系を用いた。また『万葉集』の場合と同様に一部送り仮名を改め、漢字を宛てた。逆に漢字を平仮名にしたものもある。その他の歌は、本文について注で特に断っていない限り『新編国歌大観』に拠った。 『新編国歌大観』にない歌は『私家集大成』の本文に拠った。
